
団体等用 

第４次伊賀市障がい者計画及び障がい福祉計画策定 

のための調査ご協力のお願い 

 

 

 日頃から、本市の障がい福祉施策にご理解・ご協力をいただき、誠にありがとうございま

す。 

本市では、「第３次伊賀市障がい者計画」や「第５期伊賀市障がい福祉計画」などに基づい

て障がい福祉施策を進めており、令和 3 年度から始まる新たな障がい者計画及び障がい福祉

計画を策定いたします。 

昨秋に市内の障害者手帳所持者などを対象に実施した「伊賀市障がい福祉に関するアンケ

ート調査」の結果も踏まえ、新たな計画を策定するにあたりご意見やニーズ等を把握するた

め、障がい者団体等へ調査をお願いすることとなりました。 

以上、お忙しいところ恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよ

うお願いいたします。 

2020 年１月           

伊賀市長 岡本 栄   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご記入にあたってのお願い】 

 

１ この調査票では、できるだけ障がいのあるご本人とそのご家族の意見を聴いてお

答えください。ただし、団体の主な構成員が支援者の場合は、ご本人とそのご家族

の立場に立ってお答えください。 

２ 設問内容が貴団体にあてはまらない場合や、特に意見が無い場合には、その旨を

ご記入ください。 

３ ご記入いただきました調査票は、令和２年２月 20 日（木曜日）までに、同封の

封筒に入れて郵送してください。 

４ 記入方法などご不明な点がありましたら、下記までお問合せください。 

 

伊賀市 健康福祉部 障がい福祉課 

 〒518-8501 伊賀市四十九町 3184番地 

           電話：0595-22-9657 F A X：0595-22-9662 

        E-Mail: shougai@city.iga.lg.jp 

 

【資料４】 
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１ 団体の概要について  

  ③の主な障がい種別は□にレ点をつけてください。（レ点はいくつでも） 

① 団体名  

② 調査票記入者 

氏名  

連絡先 

（TEL･E-Mail） 
 

③ 障がい種別 

□ 身体障がい 

□ 視覚障がい 

□ 聴覚障がい、平衡機能障がい 

□ 音声・言語・そしゃく機能障がい 

□ 肢体不自由 

□ 内部障がい（心臓、腎臓、呼吸器、小腸、 

  ぼうこう、直腸、肝臓、免疫） 

□ その他（              ） 

□ 知的障がい  

□ 精神障がい 

□ 統合失調症 

□ うつ病・躁うつ病など 

□ 高次脳機能障がい 

□ 発達障がい（自閉症、ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群、注

意欠陥多動性障がい、学習障がいなど） 

□ その他（              ） 

④ 会員数        人 

⑤ 会員の年齢層 

（多い年代） 

（多い年代順に○は３つまで。複数回答可） 

１．18 歳未満   ４．40～49 歳  ７．70 歳以上 

２．18～29 歳  ５．50～59 歳 

３．30～39 歳  ６．60～69 歳 

⑥ 貴団体の主な活動

内容についてご記

入ください 

 

 

 

 

 

 

⑦ 貴団体が抱えてい

る活動上の課題に

ついてご記入くだ

さい 
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２ 生活支援について 

(1) 障がいのあるご本人とそのご家族の方が、日常生活を送るうえで主に困っていることは

どのようなことですか。 

  貴団体にて把握している事例がありましたら、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「伊賀市障がい福祉に関するアンケート調査」の自由記述では、「障がいのある人ご本

人の高齢化」、「ご家族の高齢化」、いわゆる「親亡き後」の不安に関するご意見をいただ

きました。 

障がいのあるご本人とそのご家族の方が将来を思って不安になることや必要とする支援

等、ご意見がございましたらご記入ください。 
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≪参考：伊賀市障がい福祉に関するアンケート調査結果報告書より抜粋≫ 

問 あなたは、障がいのある人に対する市民の理解について、どのように感じています

か。（○は１つ） 

     

問 あなたは、今後伊賀市が障がい者施策を充実させるため、どのようなことに力を入れ

ていく必要があると思いますか。（○は特に必要と思うものを３つまで） 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がい者

障がい児

3.5

2.5

9.2

22.5

21

15

31.2

15

29.3

42.5

5.8

2.5

①かなり深まっている ④まったく深まっていない
②ある程度深まった ⑤わからない
③あまり深まったと思わない ⑥無回答

10

13.9

15.4

17.5

18.4

22.2

23

23.8

32.6

0 10 20 30 40

特にない

ケア付き住宅やグループホームなどの住まいの確保

一般企業や事業所における障がい者雇用の促進

利用しやすい建物、道路、交通手段、ガイドヘルプなど外出…

障がいのある人のための入所施設の整備

短期入所などの在宅福祉サービスの充実

生活介護やデイサービスなどの日中活動のためサービスの充実

障がいのある人の理解を深める福祉教育や広報活動の充実

障がいのある人のための各種手当の充実、医療費の軽減

障がい者調査（複数回答上位項目）

55

31.7

25

23.3

13.3

13.3

12.5

10

9.2

9.2

0 10 20 30 40 50 60

障がい児療育、教育の充実

障がいのある人のための各種手当の充実、医療費の軽減

障がいのある人の理解を深める福祉教育や広報活動の…

一般企業や事業所における障がい者雇用の促進

生活介護やデイサービスなどの日中活動のためのサー…

障がいのある人のスポーツ、学習、文化活動に対する…

就業訓練サービスの充実

健康管理や治療、機能訓練などの機会の確保

障がいのある人のための入所施設の整備

成年後見制度の活用支援など障がいのある人の権利擁…

障がい児（複数回答上位項目）
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≪参考：伊賀市障がい福祉に関するアンケート調査結果報告書より抜粋≫ 

問 あなたは、将来（おおむね５～１０年後）、どのように生活したいと思いますか。 

（○は１つ） 

 

問 あなたは、将来（学校卒業後）、どのように生活したいと考えていますか。（○は１つ） 

 

問 あなたは、将来（学校卒業後）の進路は、どのようにしたいと考えていますか。 

（○は１つ） 

 
 

54.7

13.3

10.3

5.5

3.7

2.8

0 10 20 30 40 50 60

自宅で家族と暮らしたい

わからない

1人で自立して暮らしたい（又は現在の施設に入所…

高齢施設で暮したい

世話人の援助を受けながら、グループホームで暮…

障がい者施設に入所して暮らしたい

障がい者調査（上位項目）

65

10.8

1.7

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70

親と家族と暮らしたい

アパートなどで一人で暮したい

グループホームなどで共同生活したい

施設で生活したい

障がい児調査（上位項目）

37.5

23.3

11.7

6.7

5

4.2

0 10 20 30 40

まだ、どうするかわからない

企業などで一般就労したい

大学や専門学校などに進学したい

指導員の支援を受けながら働くことのできる事…

レクリエーションや創作活動などのできる施設…

自立に向けた訓練ができる施設へ通いたい

障がい児調査（上位項目）
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３ 療育・教育について 

(1) 本市では、発達に課題のある子どもに対して、ライフステージに応じた支援が受けられ

るよう、早期発見・早期療育の充実、発達支援教育の推進、卒業後の自立に向けた支援等

に取り組んでいます。 

  貴団体にて把握している困った事例や本市が取り組むべき事項等、発達に課題のある子

どもに対する支援についてご意見がございましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考：伊賀市障がい福祉に関するアンケート調査結果報告書より抜粋≫ 

問 障がい者施策を充実させるために「障がい児療育、教育の充実」と答えた人にお伺い

します。障がい児療育を充実させるために必要なものは何ですか。（○は２つまで） 

 

 

 

60.6

51.5

43.9

16.7

1.5

10.6

0 20 40 60 80

発達に関する診断・治療ができる医療施設

理学療法や言語聴覚療法などの専門的なリハビ…

発達に関する様々な相談に対応する施設

放課後等デイサービスや「児童発達支援などの…

わからない

その他

障がい児調査（上位項目）
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４ 雇用・就労について 

(1) 障がいのある人の就労意欲が高まっており、本市では障がいの特性やニーズに応じた就

労支援に取り組んでいます。 

  貴団体にて把握している困った事例や本市が取り組むべき事項等、障がいのある人の就

労支援についてご意見がございましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考：伊賀市障がい福祉に関するアンケート調査結果報告書より抜粋≫ 

問 仕事をしていると答えた人（全体の 39％）に伺います。あなたは、どのような形態で

働いていますか。（○は１つ） 

 

問 障がいのある人が働くために、どのような環境や条件が必要だと思いますか。（特に必

要と思うもの○は２つまで） 

 

 

21.5 28.9 1.3 13.6 27.4 4.2 3.2

①正社員・正職員 ②嘱託・パートタイム・アルバイト

③内職 ④自営業

⑤福祉的就労(作業所など） ⑥その他

⑦無回答

29.9

25.8

21.1

21

15.2

0 10 20 30 40

会社や職場の人が障害について十分理解して…

病院や訓練に行きやすかったり、休憩時間を…

仕事をあっせんしたり、気軽に相談できる場…

障がいのある人雇ってくれる場所を増やすこと

通勤しやすい交通手段があること
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５ 障がい理解や差別解消の推進について 

(1) 平成 28 年 4 月より、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解

消法）が施行されました。障がいを理由とする差別の解消を推進するため、本市が取り組

むべき事項について、ご意見がございましたらご記入ください。 

また、貴団体における取り組み（または検討していること）についてもご記入ください。 

 

●ご意見 

 

 

 

 

 

 

 

●貴団体の取り組み（または検討していること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考：伊賀市障がい福祉に関するアンケート調査結果報告書より抜粋≫ 

問 あなたは、日常生活や地域で、障がいがあるために差別を受けたり、いやな思いした

ことがありますか。（○は１つ） 

      

問 あなたは、障害者差別解消法を知っていますか。（○は１つ） 

      

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がい者

障がい児

5.2

8.3

12.9

23.3

18

23.3

56.9

41.7

6.9

3.3

よくある 何度かある 時々ある まったくない 無回答

市

民

20.2 76.5 3.2

知っている 知らない 無回答
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(2) 本市では、第３次伊賀市障がい者計画において誰もが自分らしく暮らせるまちをつくる

を基本理念に、障がいと障がいのある人への理解促進に取り組んでいます。 

  障がいと障がいのある人への理解促進のために本市が取り組むべき事項について、ご意

見がございましたらご記入ください。 

また、貴団体における取り組み（または検討していること）についてもご記入ください。 

 

●ご意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●貴団体の取り組み（または検討していること） 
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６ 生活環境について 

(1) 本市では、ユニバーサルデザイン化の推進等、誰もが暮らしやすい福祉のまちづくりを

推進し、障がいのある人の外出や暮らしやすい環境整備に取り組んでいます。 

  貴団体にて把握している外出における困った事例や本市が取り組むべき事項等、福祉の

まちづくりの推進についてご意見がございましたらご記入ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参考：伊賀市障がい福祉に関するアンケート調査結果報告書より抜粋≫ 

問 あなたが外出する時に、困っていることや不満に思うことは何ですか。（特に困ること

３つまで） 

 

32.2

18.5

18.2

17.9

6.9

8.3

12.4

25.3

25

9.2

5.8

9.2

9.2

15.8

37.5

36.7

0 10 20 30 40

電車やバスなどの公共交通機関の本数が少ない、

近くに駅・停留所がない

建物設備（階段、トイレ、エレベーター）の利用

が不便である

道路や建物に段差が多い

障がい者用の駐車スペースが少ないことや駐車で

きないことがある

付き添いや介助者の確保が難しい

必要なときに周りの人の助けが得られない

コミュニケーションがとりにくい

特にない

【□：障がい者調査、■：障がい児調査】
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(2) 本市では、防災意識の向上に向けた啓発・広報活動の推進や災がい時支援体制の整備等、

防災対策の推進に取り組んでいます。 

本市が取り組むべき事項等、防災対策の推進についてご意見がございましたらご記入く

ださい。 

また、貴団体における取り組み（または検討していること）についてもご記入ください。 

 

●ご意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●貴団体の取り組み（または検討していること） 
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≪参考：伊賀市障がい福祉に関するアンケート調査結果報告書より抜粋≫ 

問 火事や地震などの災害が発生したときに、あなたはどのようなことが不安ですか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 

 

問 あなたは、災害時福祉避難所を利用したいですか。（○は１つ） 

 
 

 

 

 

 

 

28.1

24.9

13.3

24.2

22.2

15.2

14.8

19.7

30.8

35.8

35

15

26.7

30.8

38.3

23.3

0 10 20 30 40 50

障がいのある人に配慮した避難所が近くにない

どのような災害が起こったかすぐにわからない

救助を求めることができない

必要な治療や薬が確保できない

安全なところまで避難することができない

避難する場所がわからない

避難場所で周りの人とのコミュニケーションがとれ

ない

特にない

【□：障がい者調査、■：障がい児調査】

32.6

13.7

48.5

5.1

44.2

9.2

45

1.7

0 10 20 30 40 50 60

利用したい

利用するつもりはない

わからない

無回答

【□：障がい者調査、■：障がい児調査】
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９ 障がい福祉施策の推進にあたって 

  本市が、今後、障がい福祉施策を推進していくうえでのご意見がございましたら、ご記

入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査は以上で終わりです。ご協力ありがとうございました。 

調査票を同封の封筒に入れて郵送してください。 


